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２次元検出を利用したポータブル型残留応力測定装置

●フェライト系残留応力 測定が『90/point』

●半価幅の測定と 残留オーステナイトが 『360度 測定』

●大型物、現場計測が得意

X線による応力測定＝付加応力＋残留応力
→残留応力とは、外力が作用しない応力

非破壊測定手段のひとつ『X線法』

切削加工、溶接、表面改質、
熱処理等の条件により、残留応力発生
・問題となる残留応力そのもの測定
・改善するため最適条件選定
・材料そのものや工程の管理

外側は引張応力 外力外力

鋼材

外力をかけると

鉄
球

鉄球をサンプルにぶつける
※ショットピーニンなど

内側は圧縮応力

鉄球で変形された穴を母材が押し戻
そうとするため圧縮に転化する。
X線により組み合わされた
表面の応力状態の計測が可能

引張→圧縮

圧縮

凹む

μ-X360 の特長 μ-X360 アプリケーションソフトウェア

Ｘ線による応力評価とは

結果表示

残留応力
FWHM

解析

残留応力解析

①回折環や残留応力値を表示
②計測履歴リスト：過去のデータ読出
③CCDカメラによる試料の確認

μ-X360の動作

簡単 試料のセットが容易：±5mm

(マーカ＋CCDカメラ画像で計測箇所を確認)

高速 1回約90秒を実現

信頼性 回折環全体を取得

(配向、粗大結晶等の解析用途にも有効。)

さらに

安価 従来製品に比べて半額以下を実現。

オンサイト 試験片を装置内で測定。
⇒ 現場測定にて測定。

高精度 2次元検出器で、回折環全周を取得。
多点測定で誤差改善。

エコ＆安全 超高感度検出器を採用。
低X線線量(空冷30kV 1mA)で従来品より安全

小型 センサーヘッド4kg。
三脚やステージの取り付けを実現。

省電力 計測時75W、待機時30Wで省電力設計。
(バッテリー駆動)
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｢Yeah!!報｣に関するお問合せは下記までお願いいたします｡
明治電機工業株式会社

※掲載内容につきましてはお断りなく変更することがありますのでご了承下さい｡

本 社 営 業 部 (052)451-7651 仙 台 事 務 所 (022)771-0460
四日市営業所
名古屋北営業所

(059)353-0241
(0587)59-6331

大 阪 営 業 所
福 岡 営 業 所

(06)6338-3021
(092)414-9551

豊 田 支 店 (0566)81-9121 ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業本部 (052)451-1288
豊 橋 営 業 所 (0532)53-5050 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業本部 (0566)82-8514
東 京 支 店 (045)476-5601 業 務 部 (052)451-7651
西東京営業所 (042)660-0676

活用事例（問題解決・管理の共通尺度） 活用事例（ショットピーニング効果）

活用事例（溶接部周辺部の応力測定） 活用事例（残留オーステナイト）

・ 各工程の設計や順序や制御・設定は良いか？
・ 製品品質は定常状態か？（応力集中部に異常は無いか）
・ 不具合発生時の各工程間でなにが起きているか、発生工程はどこか？

残留応力値を問題解決・管理の共通尺度として

金属加工（塑性加工・熱処理・接合・切断など）の
各工程で残留応力を計測

鋳造
鍛造

焼入れ 焼なまし切削 表面処理

残留応力測定 残留応力測定 残留応力測定 残留応力測定 残留応力測定

①ショットピーニング前
-141MPa

②ショットピーニング後
-459MPa

・最適条件検討
・工程管理
・品質保証
・余寿命の予測

■X/Y二軸ステージと同時制御を行うことで、
『マップ表示を実現』

□25mmを1mmStepで測定
26p×26p＝676points(約17時間)

鋼を焼入れする際に、完全にマルテンサイトにはならず、
一部未変態のオーステナイトとして残ったものを比率で表示

残留Austenite [%] → αFe ： γFe


